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19　

言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
の
研
究
と
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
44
巻
別
冊 

平
成
23
年
2
月

20　
「
教
科
内
容
構
成
研
究
」
授
業
の
現
状
と
課
題
（
共
著
）

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
45
巻
別
冊 

平
成
24
年
2
月

21　

幻
の
「
弥
世
継
」
を
さ
が
す
―
世
継
物
語
（
歴
史
物
語
）
の
継
続
と
変
転
―

 

『
古
典
籍
研
究
ガ
イ
ダ
ン
ス
―
王
朝
文
学
を
よ
む
た
め
に
』（
笠
間
書
院
） 

平
成
24
年
6
月

22　

体
系
的
言
語
教
育
に
お
け
る
広
領
域
型
研
究
と
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
48
巻
別
冊 

平
成
27
年
2
月

23　

教
員
養
成
系
学
部
に
お
け
る
国
語
教
育
と
英
語
教
育
の
研
究
連
係
―
広
領
域
型
言
語
文
化
教
育
研
究
の
針
路
―

 

『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
48
巻
別
冊 

平
成
27
年
2
月

24　

緒
言
／
研
究
概
要

 

『
歴
史
叙
述
と
文
学
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
共
同
研
究
報
告
書
） 

平
成
29
年
3
月

25　
〔
書
評
〕
雲
岡
梓
著
『
荒
木
田
麗
女
の
研
究
』

 

『
國
語
と
國
文
學
』（
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
）
第
95
巻
第
10
号 

平
成
30
年
10
月

は
じ
め
に

教
員
養
成
大
学
・
学
部
に
お
け
る
教
科
専
門
科
目
の
あ
り
方

に
、
文
学
部
や
理
学
部
な
ど
の
一
般
学
部
と
は
異
な
り
、
教
員

養
成
と
い
う
目
的
に
適
合
す
る
独
自
性
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
か
な
り
の
時
日
が
経
過
し
た（
注
１
）。
教
科
専
門
の

「
自
己
転
換
」
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り（
注
２
）、
同
科
目
担

当
と
し
て
、
対
応
を
保
留
で
き
る
段
階
で
は
な
く
な
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

教
科
専
門
科
目
と
は
、
教
育
職
員
免
許
方
施
行
規
則
の
「
教

科
に
関
す
る
科
目
」
に
合
致
し
、
国
語
科
（
中
学
校
）
で
は
、

国
語
学
・
国
文
学
・
漢
文
学
・
書
道
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
つ

ま
り
、
国
語
学
（
日
本
語
学
）
や
国
文
学
（
日
本
文
学
）
は
、

文
学
部
な
ど
の
「
一
般
学
部
」
に
も
存
在
し
て
い
る
同
名
称
科

目
と
同
一
の
教
育
内
容
で
あ
る
べ
き
で
は
な
く
、
教
員
養
成
系

学
部
の
目
的
に
相
応
し
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い

う
当
然
の
要
求
が
改
め
て
な
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
で
あ
ろ

う
。
高
度
で
純
粋
な
学
問
的
見
識
が
そ
の
ま
ま
教
員
の
資
質
に

置
き
換
え
ら
れ
る
は
ず
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
純
粋
な
学
問
と

し
て
の
教
科
専
門
科
目
と
教
職
科
目
や
教
育
実
践
領
域
と
を
結

び
付
け
る
役
割
は
教
科
教
育
学
が
担
う
べ
き
と
も
言
え
る
が
、

そ
れ
だ
け
で
両
者
間
の
断
裂
が
埋
め
ら
れ
る
と
は
見
な
さ
れ
て

は
い
な
い（
注
３
）。
こ
の
断
絶
も
教
科
専
門
に
教
員
養
成
へ
の
適

合
が
求
め
ら
れ
る
所
以
に
な
る（
注
４
）。

こ
う
し
て
、
教
科
教
育
と
教
科
専
門
と
の
間
隙
を
埋
め
る
も

の
と
し
て
教
科
専
門
科
目
担
当
教
員
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
視

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が（
注
５
）、
専
門
的
研
究
が
そ
の
ま
ま
教
科

教
育
の
基
礎
的
研
究
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
と
こ
ろ
か
ら
発
す

国
語
科
教
育
と
教
育
専
門

　
　
　
　
―
「
国
語
科
内
容
構
成
」
授
業
の
行
方
―

福
　
田
　
景
　
道
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言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
、
言
語
活
動
を

通
し
て
、
国
語
で
正
確
に
理
解
し
適
切
に
表
現
す
る
資

質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

⑴　

社
会
生
活
に
必
要
な
国
語
に
つ
い
て
、
そ
の
特
質

を
理
解
し
適
切
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

⑵　

社
会
生
活
に
お
け
る
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
伝
え

合
う
力
を
高
め
、
思
考
力
や
想
像
力
を
養
う
。

⑶　

言
葉
が
も
つ
価
値
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
言
語

感
覚
を
豊
か
に
し
、
我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
わ
り
、

国
語
を
尊
重
し
て
そ
の
能
力
の
向
上
を
図
る
態
度
を

養
う
。

こ
の
目
標
を
受
け
て
、
教
育
内
容
は
、
言
葉
の
特
徴
や
使
い

方
、
話
や
文
章
に
含
ま
れ
て
い
る
情
報
の
扱
い
方
、
我
が
国
の

言
語
文
化
に
関
す
る
事
項
、
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
、
書
く
こ

と
、
読
む
こ
と
に
大
別
さ
れ
て
い
る（
注　 
11
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
免
許
法
に
基
づ
い
て
設
定
さ
れ
て
い
る
教

科
に
関
す
る
科
目
に
は
、「
話
や
文
章
に
含
ま
れ
て
い
る
情
報

の
扱
い
方
」「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」
の
要
素

は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
「
国
語
学
」
の
付

帯
事
項
に
「
音
声
言
語
及
び
文
章
表
現
に
関
す
る
も
の
を
含

む
」
と
記
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。「
言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
」

の
「
使
い
方
」
の
部
分
に
直
接
関
与
す
る
部
分
も
少
な
い
。

そ
う
す
る
と
、
教
科
に
関
す
る
科
目
に
全
面
的
に
対
応
す
る

の
は
、「
我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項
」
や
「
読
む
こ
と
」

な
ど
に
限
定
さ
れ
る
。
無
論
、
こ
の
よ
う
に
単
純
に
関
係
づ
け

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
学
習
指
導
要
領
と
教
員
免
許
法
の

間
に
は
整
合
し
な
い
部
分
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う（
注　 
12
）。
こ
れ
が
第
二
の
特
性
で
あ
る
。

Ⅲ　

国
語
科
の
両
面
性

国
語
、
社
会
、
数
学
（
算
数
）、
理
科
、
外
国
語
（
英
語
）

が
主
要
五
教
科
と
総
称
さ
れ（
注　 
13
）、
そ
れ
以
外
の
音
楽
や
体
育

な
ど
が
実
技
教
科
・
技
能
教
科
の
名
称
で
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
し
か
し
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
技
能
教
科
に
非
技
能

的
部
分
は
少
な
く
な
い
し
、
英
語
や
国
語
に
は
技
能
的
実
技
的

側
面
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。
特
に
、
学
習
指
導
要
領
に
基
づ

く
国
語
科
の
内
容
は
、中
学
校
の
場
合
「
知
識
及
び
技
能
」「
思

考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、「
知

識
」
以
外
は
技
能
・
実
技
に
深
く
関
与
す
る
。
情
報
の
扱
い
方
、

話
す
こ
と
、
聞
く
こ
と
、
書
く
こ
と
な
ど
の
具
体
的
事
項
の
多

く
は
技
能
・
実
技
そ
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
「
国
語
科
」
は
技

能
性
・
実
用
性
の
高
い
教
科
で
あ
る（
注　 
14
）。
一
方
、
教
育
職
員

免
許
法
に
基
づ
く
「
国
語
科
」
の
多
く
（
国
語
学
・
国
文
学
・

漢
文
学
）
は
非
技
能
的
、
非
実
用
的
で
、
学
問
的
探
究
性
へ
の

傾
斜
が
認
め
ら
れ
る
。
小
学
校
～
高
校
の
国
語
科
の
授
業
は
実

践
力
養
成
型
で
あ
り
、
大
学
以
上
の
国
語
の
教
科
専
門
授
業
は

真
理
の
探
究
型
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
国
語
科
の
「
教
科
内
容
」
に
は
大
学
の
教

る
看
過
で
き
な
い
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
注
６
）。
言
う
ま
で

も
な
く
、
国
語
学
や
国
文
学
の
純
粋
な
研
究
が
そ
の
ま
ま
国
語

科
教
育
の
基
礎
や
内
実
に
直
結
し
な
い
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
状
勢
に
対
応
し
て
、
教
科
と
し
て
の
国
語
科
の

特
徴
に
注
目
し
て
、
教
員
養
成
系
大
学
・
学
部
に
お
け
る
国
語

科
の
教
科
専
門
科
目
の
課
題
と
あ
り
方
に
つ
い
て
の
私
見
と
若

干
の
見
通
し
を
提
示
し
た
い（
注
７
）。

Ⅰ　

国
語
科
の
特
殊
性

ま
ず
、
教
科
と
し
て
の
国
語
科
の
特
性
と
し
て
、
以
下
の
五

点
に
注
目
す
る
。

①　

高
等
学
校
ま
で
の
教
科
の
枠
組
み
と
大
学
の
専
門
科

目
と
の
不
一
致

②　

学
習
指
導
要
領
と
教
職
員
免
許
法
と
の
不
整
合

③　

他
教
科
と
の
顕
著
な
関
連
性

④　

教
科
内
容
の
広
領
域
性

⑤　

教
科
を
統
括
す
る
学
問
領
域
の
不
在

こ
の
五
点
は
必
ず
し
も
国
語
科
の
み
の
特
徴
で
は
な
い
が
、

教
員
養
成
系
大
学
・
学
部
の
国
語
科
専
門
授
業
遂
行
に
際
し
て

は
、
軽
視
で
き
な
い
課
題
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
に
、
順

次
略
説
す
る
。

Ⅱ　

国
語
科
教
材
・
学
習
指
導
要
領
と
教
科
専
門
科
目

国
語
科
の
特
性
の
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
①
初
等
・
中

等
教
育
と
高
等
教
育
の
不
一
致
で
あ
る
。
現
行
教
科
書
に
お
け

る
国
語
科
の
教
材
は
、
説
明
的
文
章
と
文
学
的
文
章
、
現
代
文

と
古
典
（
古
文
・
漢
文
）
の
よ
う
に
大
別
で
き
、
詩
歌
、
物
語
、

小
説
、
評
論
、
説
明
文
な
ど
に
細
分
化
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
に
、

国
語
表
現
、
作
文
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
教
材
群
も

確
認
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
大
学
の
専
門

科
目
は
、
教
育
職
員
免
許
法
に
基
づ
い
て
国
語
学
・
国
文
学
・

漢
文
学
・
書
道
に
四
分
類
さ
れ
て
い
て（
注
８
）、
教
材
と
の
関
係

性
や
連
続
性
が
判
然
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
高
等

学
校
の
古
文
は
、
国
語
学
と
国
文
学
に
分
岐
す
る
し
、
説
明
文

や
国
語
表
現
に
対
応
す
る
科
目
は
大
学
に
は
存
在
し
な
い
の
で

あ
る（
注
９
）。
翻
訳
文
学
も
大
学
の
教
科
専
門
科
目
に
居
所
は
な

い
。
高
校
を
卒
業
し
て
大
学
の
教
育
学
部
で
国
語
科
教
員
を
目

指
す
者
が
、
こ
れ
ま
で
の
国
語
科
の
過
半
が
消
失
し
た
と
感
じ

る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
高
校
と
大
学
と
の
間
に
生
じ
る
顕
著
な
「
不
一
致
」「
断

裂
」
が
第
一
の
特
性
で
あ
り
、
第
二
の
特
性
「
②
学
習
指
導
要

領
と
教
職
員
免
許
法
と
の
不
整
合
」
は
そ
れ
に
連
動
し
て
顕
現

す
る
。
小
学
校
か
ら
高
等
学
校
ま
で
の
教
材
は
学
習
指
導
要
領

に
依
拠
す
る
か
ら
で
あ
る
。

平
成
二
九
年
告
示
の
『
学
習
指
導
要
領
』
で
は
、中
学
校
「
国

語
」
の
目
標
が
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る（
注　 
10
）。
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い
る（
注　 
21
）。
こ
れ
が
国
語
科
第
三
の
特
徴
「
他
教
科
と
の
顕

著
な
関
連
性
」
で
あ
る
（
③
）。
国
語
科
は
そ
の
中
に
全
教
科

が
含
ま
れ
得
る
ほ
ど
に
広
大
な
の
で
あ
る（
注　 
22
）。

さ
ら
に
、
こ
の
広
が
り
は
、
教
科
の
枠
を
超
え
る
。
学
習
指

導
要
領
に
も
、
教
材
を
取
り
上
げ
る
観
点
と
し
て
、
人
生
、
人

間
性
、
社
会
、
自
然
、
文
化
、
国
際
理
解
な
ど
へ
の
配
慮
が
求

め
ら
れ
て
い
る（
注　 
23
）。
こ
の
教
育
全
体
を
覆
う
よ
う
な
広
さ

が
第
四
の
特
徴
で
あ
る
（
④
）。
こ
こ
で
は
、
そ
の
広
さ
の
中

か
ら
国
語
科
と
「
人
間
形
成
」
と
の
関
わ
り
に
注
目
し
て
み
る
。

国
語
科
に
お
け
る
指
導
上
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
「
児
童
・

生
徒
の
人
間
形
成
が
同
時
に
伴
う
指
導
」
が
挙
げ
ら
れ
る（
注　 
24
）。

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
が
あ
る
に
し
て
も
、
国
語
科
教
育
が
「
人
間

形
成
」
に
参
画
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
教
科
専
門
の
立

場
か
ら
は
「
教
材
内
容
を
重
視
し
、
そ
の
内
容
的
、
精
神
的
な

感
化
価
値
に
よ
る
人
間
形
成（
注　 
25
）」
と
の
関
わ
り
方
、
文
学
的

教
材
の
享
受
に
よ
っ
て
感
得
さ
れ
る
「
内
容
的
価
値
に
よ
る
精

神
陶
冶（
注　 
26
）」
が
問
題
に
な
る
。
こ
れ
は
、
精
神
陶
冶
や
人
間

形
成
に
関
す
る
指
導
（
将
来
の
指
導
者
へ
の
指
導
）
が
教
科
専

門
教
員
に
可
能
で
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
を
意
味
す
る
。

通
常
の
教
科
専
門
教
員
が
教
員
養
成
や
教
育
学
に
つ
い
て
の

専
門
性
を
も
た
な
い
こ
と
を
前
提
に
す
れ
ば
、
人
間
形
成
に
つ

い
て
教
導
で
き
る
根
拠
は
、
年
齢
差
に
基
づ
く
経
験
知
の
差
に

尽
き
る
の
で
は
な
い
か
。
仮
に
、
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
、
国

語
科
教
材
を
用
い
て
精
神
陶
冶
や
人
間
的
成
長
を
促
す
と
す
れ

ば
、
社
会
人
が
通
常
保
有
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
能
力
や
素

養
・
常
識
が
有
効
に
機
能
す
る
で
あ
ろ
う
。
児
童
・
生
徒
が
未

だ
獲
得
し
て
い
な
い
精
神
性
や
人
間
力
を
、
社
会
人
で
あ
る
教

師
は
常
識
的
に
保
有
し
て
い
て
、
そ
れ
を
も
っ
て
国
語
科
教
育

に
よ
る
人
間
形
成
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。
小
学

生
や
中
学
生
の
倍
以
上
の
人
生
経
験
が
無
意
味
で
あ
る
は
ず
は

な
い
。
高
校
生
に
も
有
効
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

大
学
生
や
大
学
院
生
を
相
手
に
す
る
と
、
年
齢
差
の
意
味
は
激

減
す
る
で
あ
ろ
う
。
学
生
と
の
間
に
有
意
な
経
験
知
の
差
が
あ

る
と
は
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
学
生
の
人
間
性
や
人
格
の
形
成

に
多
大
な
影
響
を
与
え
、
優
秀
な
教
師
を
育
成
し
て
い
る
教
科

専
門
教
員
が
数
多
く
い
る
こ
と
を
疑
う
の
で
は
な
い
。
す
べ
て

の
国
語
科
の
教
科
専
門
教
員
に
は
期
待
で
き
な
い
こ
と
を
確
認

し
て
お
き
た
い
。

国
語
科
の
広
領
域
性
は
、
人
権
教
育
、
平
和
教
育
、
外
国
文

学
教
育
、
国
際
理
解
、
言
語
表
現
な
ど
に
も
及
ぶ
。
教
科
専
門

が
有
効
に
関
与
し
て
い
る
事
例
が
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
が
、

大
多
数
の
教
科
専
門
教
員
に
は
委
ね
ら
れ
な
い
こ
と
は
人
間
形

成
の
事
情
と
異
な
ら
な
い
。

Ⅴ　

国
語
科
内
容
学
と
「
言
語
文
化
」

―
「
親
学
問
」
を
め
ぐ
っ
て
―　

国
語
科
の
特
徴
の
第
五
は
、
教
科
を
統
括
で
き
る
学
問
領
域

が
存
在
し
な
い
点
で
あ
る
。
こ
の
「
親
学
問
」
不
在
の
問
題
は

「
教
科
内
容
学
」
樹
立
に
関
係
す
る
。

科
専
門
授
業
の
範
囲
外
の
内
容
が
非
常
に
多
く
含
ま
る
こ
と
が

再
確
認
で
き
る
。
教
科
と
し
て
の
国
語
科
は
、
学
習
指
導
要
領

に
基
づ
く
技
能
的
・
実
用
的
側
面
と
、
教
職
員
免
許
法
に
導
か

れ
る
学
術
的
・
理
論
的
な
側
面
と
の
両
面
か
ら
成
り
立
つ
と
言

え
る
（
②
）。
そ
し
て
、
こ
の
二
面
性
は
、
高
等
学
校
ま
で
の

国
語
科
と
大
学
で
の
国
語
科
と
の
齟
齬
（
①
）
に
相
関
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
現
実
に
対
応
し
な
け
れ
ば
教
科
専
門
の
授

業
は
「
自
己
転
換
」
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
場
合
、
大
学
の
教
科
専
門
教
員
が
、
国
語
科
の
教
科
内

容
に
関
す
る
素
養
を
身
に
つ
け
て
い
な
い
現
実
も
軽
視
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
、
国
語
科
の
教
科
専
門
教
員
の
大

部
分
は
、
高
校
卒
業
以
降
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く

こ
と
」
の
学
修
を
し
た
経
験
は
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
大

学
の
国
語
科
教
員
養
成
に
関
与
す
る
教
科
専
門
教
員
に
は
、
卓

越
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
文
章
表
現
力
を
保
有
す

る
者
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
、
そ
の
能
力
を
擁
し
て
優
れ
た
教

育
が
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
疑
う
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
能
力
や
実
践
力
は
個
人
個
人
の
資
質
や
研
鑽
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
て
、
国
語
学
や
国
文
学
の
担
当
教
員
で
あ
る
こ
と
と
は

関
係
し
な
い
。
彼
ら
は
研
究
者
や
理
解
者
で
あ
っ
て
も
制
作
者

や
創
造
者
で
は
な
い
の
が
通
常
な
の
で
あ
る
。
多
く
の
大
学
教

員
が
自
身
の
専
門
領
域
の
範
囲
外
に
つ
い
て
の
基
礎
的
素
養
を

も
た
な
い
こ
と
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
語
科
担
当
教
員
の
自
己
研
鑽
と
し
て
、
自
ら
「
こ
と
ば
の

修
練
」
を
積
む
こ
と
が
推
奨
さ
れ
る
事
例（
注　 
15
）
や
生
徒
と
共
に

学
ぶ
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
事
例（
注　 
16
）
は
多
く
あ
れ
ど
も
、
大

学
の
国
語
学
や
国
文
学
を
学
び
直
す
こ
と
に
関
心
が
向
け
ら
れ

る
こ
と
は
皆
無
に
等
し
い（
注　 
17
）。
教
職
大
学
院
で
も
教
科
専

門
科
目
に
存
在
感
は
な
い
。
学
習
指
導
要
領
の
実
践
的
国
語
力

育
成
の
た
め
に
、
教
科
専
門
が
貢
献
で
き
る
余
地
は
ほ
と
ん
ど

な
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
国
語
科
の
二
面
性
は
、
明
治
期
以
降
、「
読
ミ
方
・

書
キ
方
・
綴
リ
方
」
な
ど
の
表
現
能
力
を
育
成
す
る
側
面
と
思

想
・
教
養
な
ど
の
「
智
徳
」
を
啓
発
す
る
側
面
と
が
国
語
科
の

目
標
と
し
て
併
存
し
て
い
た
こ
と
に
通
じ
る（
注　 
18
）。
こ
の
よ

う
な
二
面
性
を
克
服
す
る
方
法
が
示
さ
れ
る
例
は
あ
る
が（
注　 
19
）、

表
現
力
（
話
す
こ
と
や
書
く
こ
と
）
の
保
有
が
前
提
に
さ
れ
て

い
る
の
で
、
教
科
専
門
の
大
学
教
員
の
任
に
は
結
び
つ
か
な
い
。

Ⅳ　

広
領
域
性

国
語
科
が
、
全
教
科
の
基
礎
に
な
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
は
珍

し
く
な
い
。
教
科
書
教
材
が
国
語
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
基
本

的
に
言
語
表
現
を
介
し
て
授
業
が
成
立
す
る
限
り
は
避
け
ら
れ

な
い
現
象
で
あ
る
。
全
教
科
の
中
に
国
語
科
が
含
ま
れ
て
い
る

と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

他
教
科
の
内
容
が
国
語
科
教
材
内
に
も
重
複
し
て
表
出
さ
れ
、

複
数
教
科
・
科
目
と
の
連
関
や
融
合
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
珍

し
く
は
な
い（
注　 
20
）。
特
に
、
説
明
文
教
材
と
理
科
や
社
会
科

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
自
体
が
一
つ
の
課
題
に
な
っ
て
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効
な
方
法
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

な
お
、
国
語
科
内
容
学
を
め
ぐ
る
一
連
の
研
究
の
初
期
に
、

す
で
に
「
言
語
学
・
日
本
語
学
、
日
本
文
学
・
漢
文
学
、
書
写

書
道
な
ど
」
が
「
言
語
文
化
諸
領
域
」
と
し
て
一
括
さ
れ
て
い

る
例
が
あ
る（
注　 
31
）。
国
語
科
の
親
学
問
と
し
て
「
言
語
文
化
」

学
が
想
定
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
言
語
文
化
」
に
よ
っ
て
国
語
科
を
統
合
す
る
方
向
性
は
、

垣
内
松
三
に
端
を
発
す
る
。
国
語
学
・
国
文
学
・
国
語
問
題
・

国
語
教
育
の
す
べ
て
を
「
国
民
言
語
文
化
」
と
し
て
統
一
す
る

考
え
が
示
さ
れ
が（
注　 
32
）、
こ
の
段
階
で
は
漢
文
や
書
写
は
視
野

に
入
っ
て
い
な
い
。
西
尾
実
が
文
芸
、
哲
学
、
科
学
等
の
言
語

を
契
機
と
し
た
専
門
文
化
を
「
言
語
文
化
」
と
称
し
た
際
に
は

国
語
科
の
す
べ
て
が
含
ま
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
広
義
の
言

語
生
活
に
属
す
る
一
特
殊
領
域
に
位
置
付
け
ら
れ
た
の
で（
注　 
33
）、

こ
の
見
地
か
ら
の
親
学
問
は
、
国
語
学
・
言
語
学
に
な
る
。
ま

た
、「
言
語
文
化
」
と
言
語
生
活
や
人
間
形
成
と
の
関
係
性
が

重
視
さ
れ
て
い
て
、
教
科
専
門
の
域
外
に
あ
る
も
の
と
も
考
え

ら
れ
る（
注　 
34
）。

現
在
で
も
、「
言
語
文
化
」
は
さ
ま
ざ
ま
に
理
解
さ
れ
て
い

る
が
、「
言
語
」
の
方
に
重
心
が
あ
り
、
国
語
科
の
統
合
に
は

適
さ
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、「
文
化
」
の
語
義

も
あ
ま
り
に
も
広
い
。無
定
義
に
近
か
っ
た「
言
語
文
化
」を「
言

語
（
日
本
語
）
の
介
在
が
考
え
ら
れ
る
現
代
日
本
の
生
活
様
式

全
般
」
と
仮
定
す
る
見
解
も
あ
る（
注　 
35
）。
日
常
の
言
語
生
活
も

言
語
文
化
に
入
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
文
化
」
の

範
囲
が
広
す
ぎ
て
、
国
語
の
領
域
に
は
収
ま
ら
な
い
で
あ
ろ
う

（
注　 
36
）。

Ⅵ　

国
語
科
内
容
学
の
行
方

学
習
指
導
要
領
と
乖
離
す
る
傾
向
の
あ
る
教
科
専
門
授
業
と

そ
の
研
究
領
域
は
、
国
語
科
の
広
領
域
性
に
も
十
分
に
は
対
応

で
き
な
い
。
対
応
す
る
方
途
と
し
て
国
語
科
内
容
学
、
国
語
科

内
容
構
成
の
形
成
が
考
え
ら
れ
る
が
、
親
学
問
の
不
在
な
ど
の

特
徴
が
障
壁
と
な
る
。
そ
こ
で
、
五
つ
の
特
徴
に
留
意
し
つ
つ

国
語
科
の
教
科
と
し
て
の
統
合
方
法
に
論
及
し
て
み
る
。

教
科
専
門
科
目
に
よ
っ
て
国
語
科
の
一
括
を
試
み
る
に
あ

た
っ
て
、
国
語
科
の
広
領
域
性
に
配
慮
し
て
「
親
学
問
」
候
補

を
次
の
六
段
階
を
仮
設
し
て
み
た
い
。

⑴ 

国
語
学
（
＋
国
文
学
＋
漢
文
学
＋
書
道
）

⑵ 

国
語
学
＋
国
文
学
（
＋
漢
文
学
＋
書
道
）

⑶ 

国
語
学
＋
国
文
学
＋
漢
文
学
（
＋
書
道
）

⑷ 

国
語
学
＋
国
文
学
＋
漢
文
学
＋
書
道

⑸ 

国
語
学
＋
国
文
学
＋
漢
文
学
＋
書
道
＋
そ
の
他

⑹ 

国
語
学
＋
国
文
学
＋
漢
文
学
＋
書
道
＋
そ
の
他
＋
全
教

科
の
基
礎
学

こ
の
う
ち
、
⑴
の
場
合
、
国
語
学
が
親
学
問
で
他
の
（　

）

内
三
分
野
が
「
子
学
問
」
ま
た
は
「
隣
接
学
問
」
を
意
味
す
る
。

⑵
～
⑷
は
、
こ
の
順
番
に
統
合
の
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

成
功
例
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
⑸
・
⑹
に
つ
い

教
科
内
容
学
で
は
、
教
員
養
成
大
学
・
学
部
の
教
科
専
門
の

役
割
と
し
て
、
個
別
学
問
や
諸
科
学
の
研
究
を
も
と
に
、
教
員

養
成
の
た
め
の
「
教
科
内
容
」
創
出
を
目
指
し
て
い
る（
注　 
27
）。

そ
の
中
で
、
親
学
問
は
各
教
科
の
教
科
内
容
学
が
成
立
す
る
必

要
条
件
に
な
る
。
各
教
科
に
は
、
そ
の
教
科
の
元
と
な
る
親
学

問
が
あ
り
、
そ
の
親
学
問
に
基
づ
い
て
各
教
科
は
認
識
論
的
に

定
義
さ
れ
、
学
と
し
て
の
体
系
性
や
教
科
内
容
構
成
な
ど
が
導

き
出
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る（
注　 
28
）。

国
語
科
の
場
合
、
教
育
職
員
免
許
法
に
基
づ
く
国
語
学
・
国

文
学
・
漢
文
学
・
書
道
を
包
括
で
き
る
学
問
分
野
が
あ
れ
ば
そ

の
ま
ま
親
学
問
に
な
り
、
な
け
れ
ば
四
者
の
共
通
性
に
注
目
し

て
親
学
問
を
案
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
成
就
で
き
な
い

こ
と
を
「
親
学
問
不
在
」
問
題
と
見
な
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
教
科
の
下
に
科
目
が
分
岐
す
る
理
科
や
社
会
科

に
お
い
て
も
事
情
は
異
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
全
教
科
に
通
有
す

る
問
題
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
理
科
に
は
「
自
然
」「
自

然
現
象
」
な
ど
の
統
括
の
根
拠
が
あ
り
、社
会
科
に
も
「
社
会
」

「
社
会
的
事
象
」
な
ど
に
よ
る
統
括
の
可
能
性
が
あ
る
。

同
様
に
考
え
れ
ば
、
国
語
科
に
お
い
て
も
「
言
語
」
や
「
言

語
文
化
」
に
よ
る
統
一
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
言
語
」

は
国
語
学
の
対
象
で
あ
っ
て
も
、
国
文
学
や
漢
文
学
の
対
象
で

は
な
く
、
媒
介
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
点
で
、
国
語
科
の
「
言
語
」

は
、
理
科
の
「
自
然
」
や
社
会
科
の
「
社
会
」
と
同
様
で
は
な

い
の
で
あ
る
（「
言
語
文
化
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）。

ま
た
、
理
科
が
「
自
然
科
学
」
で
、
社
会
科
が
「
社
会
科
学
」

で
包
括
で
き
る
と
す
れ
ば
、
国
語
科
は
「
人
文
科
学
」
や
「
人

間
科
学
」
で
統
合
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

人
文
科
学
に
は
自
然
科
学
と
社
会
科
学
に
属
さ
な
い
と
い
う
以

上
の
意
味
が
見
い
だ
せ
ず
、
範
囲
が
広
大
す
ぎ
る
の
で
、
下
位

領
域
を
規
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
人
間
科
学
に
も
曖
昧
さ
が
あ
り
、
言
語
研
究
や
文

学
研
究
の
対
象
が
「
人
間
」
で
は
な
い
こ
と
を
も
っ
て
統
括
の

根
拠
に
は
な
り
得
な
い
。

さ
て
、
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
国
語
科
の
中
枢
に
言
語
活

動
や
言
語
技
能
が
位
置
付
け
ら
れ
る
点
か
ら
は
、
言
語
学
・
国

語
学
を
親
学
問
に
す
る
可
能
性
は
無
視
で
き
な
い
。

カ
ー
ル
・
ビ
ュ
ー
ラ
ー
の
言
語
の
四
分
類
図
式
（『
言
語
理

論
』
一
九
三
四
年
）
に
依
拠
し
て
、
国
語
科
の
対
象
が
「
言
語

活
動
」「
言
語
作
品
」
な
ど
に
整
理
さ
れ（
注　 
29
）、「
こ
と
ば
の

四
相
」
に
発
展
し
て
国
語
科
内
容
学
の
体
系
化
の
根
拠
に
さ
れ

る
場
合
が
あ
る（
注　 
30
）。
言
語
活
動
、
言
語
作
品
、
言
語
規
則
、

言
語
行
為
の
四
相
を
十
全
に
発
達
さ
せ
る
こ
と
が
国
語
科
の
教

育
内
容
の
柱
に
な
る
と
い
う
考
え
方
が
示
さ
れ
る
（
①
②
の
克

服
）。
そ
の
教
科
内
容
が
国
語
学
を
中
心
に
国
文
学
が
部
分
的

に
加
味
さ
れ
た
形
で
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
国
語
学
（
言

語
学
）
が
親
学
問
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

系
統
的
に
研
究
成
果
と
教
育
実
践
と
が
関
連
づ
け
ら
れ
つ
つ
あ

る
国
語
学
の
ス
タ
イ
ル
を
国
文
学
、
漢
文
学
、
書
写
・
書
道
の

分
野
に
広
げ
て
い
く
の
が
今
後
の
課
題
と
さ
れ
る
が
、
未
だ
に

そ
の
成
果
は
見
ら
れ
な
い
。
現
時
点
で
は
、
国
語
学
の
み
に
有
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関
す
る
懇
談
会
報
告
書
、
平
成
一
三
年
一
一
月
二
二
日
、

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
専
門
教
育
課
）
な
ど
。

（
２
）　

増
井
三
夫
「
教
職
課
程
の
学
び
を
ど
う
統
合
す
る
か
」

（『SY
N

A
PSE

』
第
一
四
号
、
平
成
二
四
年
二
月
）
八
頁
。

（
３
）　

安
彦
忠
彦
・
日
下
部
龍
太
「
教
科
専
門
と
教
職
専
門
を

つ
な
ぐ
新
教
科
教
育
学
の
構
想 

（『
神
奈
川
大
学
心
理
・

教
育
研
究
論
集
』
第
三
五
号
、
平
成
二
六
年
三
月
）、
安

彦
忠
彦
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
論
か
ら
見
た
教
員
養
成
教
科
内

容
学
研
究
の
構
想
（『
日
本
教
科
内
容
学
会
誌
』
第
五
巻

第
一
号
、
平
成
三
一
年
三
月
）
な
ど
。

（
４
）　

教
師
（
及
び
教
師
を
目
指
す
者
）
が
教
科
の
基
盤
と
な

る
学
問
を
純
粋
に
極
め
る
営
為
自
体
を
否
定
的
に
捉
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
の
営
為
が
教
師
と
し
て
の
資
質

獲
得
を
阻
害
す
る
と
断
ず
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

純
粋
学
問
の
た
め
に
費
や
す
時
間
や
労
力
が
、
教
員
と
し

て
の
実
践
力
養
成
の
た
め
の
時
間
や
労
力
を
奪
い
取
る
可

能
性
が
軽
視
で
き
な
い
と
言
い
得
る
の
み
で
あ
る
。
お
そ

ら
く
は
、
教
科
専
門
の
あ
り
方
を
考
え
る
前
に
、
大
学
教

育
や
教
員
養
成
に
つ
い
て
の
本
質
的
な
理
解
が
必
要
に
な

る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
の
範
囲
外
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
５
）　

西
園
芳
信
・
増
井
三
夫
「
教
員
養
成
の
た
め
の
教
科
内

容
学
（
教
科
専
門
）
研
究
の
視
点
と
方
法
」（『
日
本
教
育

大
学
協
会
研
究
年
報
』
第
二
八
集
、
平
成
二
二
年
）、
西

園
芳
信
「
こ
れ
か
ら
の
教
科
教
育
の
あ
り
方
を
考
え
る
―

教
科
内
容
学
の
視
点
か
ら
―
」（『
日
本
教
科
教
育
学
会

誌
』
第
三
七
巻
第
四
号
、
平
成
二
七
年
三
月
）
な
ど
。

（
６
）　

樋
口
聡
「
教
科
『
内
容
学
』
の
図
式
的
展
望
」（『
広
島

大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
部
、
第
三
六
号
、
昭
和
六
二

年
一
二
月
）
参
照
。

（
７
）　

本
稿
は
、
日
本
教
科
内
容
学
会
第
五
回
研
究
大
会
（
平

成
三
〇
年
七
月
一
日
、
椙
山
女
学
園
大
学
教
育
学
部
）
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
報
告
原
稿
「
教
員
養
成
に
お
け
る
教

科
内
容
学
研
究
―
『
国
語
科
内
容
構
成
』
科
目
の
開
発
―
」

を
加
筆
修
正
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
学
会
員
の
大
多

数
が
国
語
科
以
外
を
専
門
と
す
る
の
で
、
国
語
科
に
つ
い

て
の
常
識
的
な
説
明
が
含
ま
れ
る
。

（
８
）　
「
教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
」
で
は
、
中
学
校
国
語

の
「
教
科
に
関
す
る
科
目
」
は
、
国
語
学
（
音
声
言
語
及

び
文
章
表
現
に
関
す
る
も
の
を
含
む
。）、
国
文
学
（
国
文

学
史
を
含
む
。）、漢
文
学
、書
道
（
書
写
を
中
心
と
す
る
。）

で
あ
り
、
高
等
学
校
国
語
の
場
合
は
こ
れ
か
ら
書
道
が
除

か
れ
る
。

（
９
）　

小
学
校
・
中
学
校
の
「
書
写
」
は
、
免
許
法
上
の
「
書

道
（
書
写
を
中
心
と
す
る
。）」
に
対
応
し
、
大
学
の
科
目

に
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
と
言
え
る
。
一
方
、
高
等
学
校
の

「
書
道
」
は
美
術
科
に
属
し
て
い
る
の
で
、
大
学
と
の
不

一
致
が
認
め
ら
れ
る
。

（
10
）　
『
中
学
校
学
習
指
導
要
領
』（
平
成
二
九
年
三
月
告
示
）

第
二
章 

各
教
科　

第
一
節 

国
語　

第
一 

目
標（
二
九
頁
）

（
11
）　

第
二
章 

各
教
科　

第
一
節 

国
語　

第
二 

内
容
（
二
九

て
は
統
合
の
見
込
み
は
微
少
で
あ
ろ
う
。「
そ
の
他
」
は
、
説

明
文
・
文
章
表
現
・
話
す
・
聞
く
な
ど
の
教
科
専
門
に
適
合
し

な
い
部
分
と
他
教
科
と
の
連
携
部
分
を
意
味
す
る
。

⑴
の
場
合
は
、
国
語
学
以
外
の
分
野
の
参
入
が
困
難
に
な
り
、

教
科
専
門
教
員
の
大
部
分
が
関
与
で
き
な
く
な
る
難
題
が
解
決

で
き
な
い
。
⑵
に
つ
い
て
は
、
国
語
学
と
国
文
学
の
境
界
が
不

分
明
で
あ
っ
た
半
世
紀
前
な
ら
検
討
の
余
地
が
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
が
、
現
時
点
で
は
極
め
て
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

言
語
学
と
文
学
を
親
学
問
と
す
る
と
し
て
も
両
者
の
異
質
性
を

無
視
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
⑷
～
⑹
に
基
づ
い
て
、
最
も
広

領
域
な
漢
文
学
を
親
学
問
に
す
る
こ
と
も
理
論
的
に
は
考
え
ら

れ
る
が
、
現
実
的
で
は
な
い
。

以
上
、
い
ず
れ
も
実
現
に
は
多
く
の
時
間
と
労
力
を
要
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
非
現
実
的
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
て
お
く
。

親
学
問
に
よ
る
国
語
科
の
統
一
が
不
可
能
で
あ
る
と
す
る
と
、

次
善
の
策
と
し
て
各
分
野
別
の
内
容
学
（
教
科
内
容
構
成
）
を

発
想
す
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
各
教
科
内
容
学
と
並

ん
で
「
国
語
科
内
容
学
」
を
仮
設
す
る
が
、
こ
れ
は
名
辞
の
み

の
も
の
、
あ
る
い
は
国
語
科
教
育
学
担
当
と
し
て
、
そ
の
下
部

に
国
語
学
・
国
文
学
・
漢
文
学
・
書
道
（
書
写
）
の
内
容
学
が

配
さ
れ
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
（
図
参
照
）。

国
語
科
に
お
け
る
特
徴
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
歴
史
的
経
緯
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
無
意
味
な
も
の
で
は
な

い
。
長
い
年
月
が
経
過
す
る
う
ち
に
、
当
事
者
た
ち
の
努
力
と

見
識
に
よ
っ
て
、
矛
盾
を
緩
和
す
る
だ
け
で
な
く
、
教
育
的
に

有
効
な
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
国
語
科
の
特
徴

に
は
利
点
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
教
科
専
門

教
員
は
、
そ
の
営
為
の
蓄
積
を
尊
重
し
つ
つ
、
新
時
代
に
適
応

し
、
貢
献
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
は

現
状
の
精
確
な
把
捉
か
ら
で
あ
る
と
自
戒
す
る
。

 

〔
注
〕

（
１
）　
「
今
後
の
国
立
の
教
員
養
成
系
大
学
学
部
の
在
り
方
に

つ
い
て
」（
国
立
の
教
員
養
成
系
大
学
学
部
の
在
り
方
に

教
科
内
容
学

　
　
　

一
般
的
教
科
内
容
学

　
　
　

個
別
的
教
科
内
容
学

　
　
　
　
　

○
○
科
内
容
学  　
　

国
語
学
分
野
内
容
学

　
　
　
　
　

○
○
科
内
容
学  　
　

国
文
学
分
野
内
容
学

　
　
　
　
　

国
語
科
内
容
学  　
　

漢
文
学
分
野
内
容
学

　
　
　
　
　

○
○
科
内
容
学  　
　

書
道
分
野
内
容
学

　
　
　
　
　

○
○
科
内
容
学  　
　
（
基
礎
分
野
内
容
学
）

図　国語科内容学構想図
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精
神
を
養
う
の
に
役
立
つ
こ
と
」
な
ど
が
列
記
さ
れ
て
い

る
（
三
九
頁
）。

（
24
）　

藤
原
宏
「
国
語
科
教
育
」（
日
本
国
語
教
育
学
会
編
『
国

語
教
育
総
合
事
典
』
平
成
二
三
年
、
朝
倉
書
店
刊
）。

（
25
）　

飛
田
多
喜
雄
「
人
間
形
成
と
し
て
の
国
語
教
育
」（『
国

語
教
育
総
合
事
典
』（
24
）
に
同
じ
）。

（
26
）　
（
25
）
に
同
じ
。

（
27
）　

西
園
芳
信
「
研
究
の
課
題
と
方
法
」（
同
他
編
『
教
育

実
践
か
ら
捉
え
る
教
員
養
成
の
た
め
の
教
科
内
容
学
研

究
』
平
成
二
一
年
、
風
間
書
房
刊
）
三

−

四
頁
。

（
28
）　

西
園
芳
信
前
掲
文
（
27
）、新
井
知
生
「『
教
科
内
容
学
』

研
究
の
成
果
と
課
題
―
教
員
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け

る
教
科
専
門
の
授
業
の
在
り
方
を
中
心
に
―
」（『
島
根
大

学
教
育
学
部
紀
要
』
第
四
九
巻
、
平
成
二
七
年
一
二
月
）

な
ど
参
照
。

（
29
）　

輿
水
実
著
『
国
語
科
教
育
学
入
門
』（
明
治
図
書
新
書

20
、
昭
和
四
三
年
、
明
治
図
書
刊
）
五
六
・
五
七
頁
。

（
30
）　

余
郷
裕
次
・
村
井
万
里
子
「
国
語
科
の
教
科
内
容
構
成

の
原
理
と
枠
組
み
」（『
教
育
実
践
か
ら
捉
え
る
教
員
養
成

の
た
め
の
教
科
内
容
学
研
究
』
平
成
二
一
年
、
風
間
書
房

刊
） 

な
ど
。

（
31
）　

村
井
万
里
子
・
野
村
眞
木
夫
・
渡
部
洋
一
郎
・
堀
江
祐

爾
・
原
卓
志
・
茂
木
俊
伸「『
国
語
科
内
容
学
』構
成
案
」（『
教

科
専
門
と
教
科
教
育
を
架
橋
す
る
教
育
研
究
領
域
に
関
す

る
調
査
研
究
』
平
成
二
二

−

二
三
年
度
文
部
科
学
省
先
導

的
大
学
改
革
推
進
受
託
事
業
、
平
成
二
三
年
九
月
、
上
越

教
育
大
学
刊
）
六
〇
頁
。

（
32
） 

垣
内
松
三
「
国
民
言
語
文
化
の
統
一
性
」（『
垣
内
松
三

著
作
集
』
第
四
巻
、
昭
和
五
二
年
、
光
村
図
書
刊
。
初
出

『
形
象
論
序
説
』
昭
和
一
三
年
、
不
老
閣
書
房
刊
）。

（
33
）　

西
尾
実
著
『
国
語
教
育
学
の
構
想
』（
昭
和
四
三
年
、

筑
摩
書
房
刊
）
一
二
四
頁
。

（
34
）　

臼
田
悦
子
「『
言
語
文
化
』
を
核
と
し
た
国
語
科
学
習

指
導
の
研
究
」（『
信
大
国
語
教
育
』
第
二
一
号
、
平
成

二
三
年
一
一
月
）
参
照
。

（
35
）　

湯
浅
茂
雄
「
辞
書
と
言
語
文
化
―
国
語
辞
典
の
利
用
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
」『
國
文
學
解
釈
と
教
材

の
研
究
』
第
四
一
巻
第
一
一
号
、
平
成
八
年
九
月
）。

（
36
）　

昭
和
三
九
年
に
東
京
外
国
語
大
学
に
置
か
れ
た
「
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
」
は
、「
言
語
学
・
文

化
人
類
学
・
地
域
研
究
分
野
の
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠

点
」
で
あ
り
、「
基
本
的
に
言
語
学
、
文
化
人
類
学
、
歴

史
学
、
地
域
研
究
の
各
分
野
の
研
究
者
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
」
の
で
、
こ
の
「
言
語
文
化
」
は
「
国
語
科
」
を
統

合
す
る
も
の
で
は
な
い
。（『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文

化
研
究
所
の
現
状
と
課
題
―
二
〇
一
七 

年
度
年
次
報
告

書
』
平
成
三
一
年
三
月
。
二
、七
頁
）
参
照
。

～
三
七
頁
）

（
12
）　

中
学
校
の
事
例
の
み
を
取
り
上
げ
た
が
、
小
学
校
・
高

校
に
お
い
て
も
事
情
に
大
差
は
な
い
。
中
学
校
国
語
の
目

標
中
の
「
社
会
生
活
」
や
「
言
語
感
覚
を
豊
に
し
」
な
ど

が
小
学
校
で
は
「
日
常
生
活
」
や
「「
言
語
感
覚
を
養
い
」

な
ど
に
置
き
換
え
ら
れ
る
だ
け
で
、
骨
子
の
ほ
と
ん
ど
が

共
通
す
る
。
ま
た
、
こ
の
骨
子
の
ほ
と
ん
ど
は
高
校
に
も

受
け
継
が
れ
て
い
る
。

（
13
）　

高
校
で
は
、
社
会
科
が
地
理
歴
史
と
公
民
に
分
か
れ
て

「
主
要
六
教
科
」
に
な
る
。

（
14
） 「
国
語
科
は
技
能
教
科
で
あ
る
」
と
い
う
説
示
は
珍
し
く

な
い
。
渋
谷
孝
「
説
明
文
と
社
会
科
・
理
科
」（
日
本
国

語
教
育
学
会
編
『
国
語
教
育
総
合
事
典
』
平
成
二
三
年

一
一
月
、
朝
倉
書
店
刊
）
な
ど
。

（
15
）　

野
地
潤
家
「
新
し
い
国
語
科
教
育
」（
同
他
編
『
新
版

中
学
校
高
等
学
校
国
語
科
教
育
法
』
平
成
二
三
年
、
お
う

ふ
う
刊
）
一
七
頁
な
ど
。

（
16
）　

田
近
洵
一
「
国
語
教
育
と
国
語
教
師
」（
同
他
編
『
中

学
校
・
高
等
学
校
国
語
科
教
育
法
研
究
』
平
成
二
五
年
、

東
洋
館
出
版
社
刊
）
な
ど
。

（
17
）　

倉
澤
栄
吉
の
「
国
語
教
師
の
評
価
項
目
」（
同
著
『
国

語
教
育
の
問
題
』
昭
和
二
六
年
、
世
界
社
刊
）
に
も
教
科

専
門
が
介
在
す
る
余
地
は
な
い
。

（
18
）　

安
藤
修
平
「
国
語
科
の
成
立
」（
日
本
国
語
教
育
学
会

編
『
国
語
教
育
総
合
事
典
』
平
成
二
三
年
一
一
月
、
朝
倉

書
店
刊
）、
田
近
洵
一
「
国
語
教
育
の
目
標
」（
同
著
『
言

語
行
動
主
体
の
形
成
―
国
語
教
育
へ
の
視
座
―
』
昭
和

五
〇
年
一
〇
月
、
新
光
閣
書
店
刊
）、
小
笠
原
拓
「
成
立

過
程
に
み
る
『
国
語
科
』
の
歴
史
的
性
格
」（『
国
語
科

教
育
』〈
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
〉
第
五
〇
集
、
平
成

一
三
年
九
月
）
な
ど
参
照
。

（
19
）　

田
近
洵
一
前
掲
論
文
（
18
）
な
ど
。

（
20
）　

寺
井
正
憲
「
国
語
科
と
他
教
科
」（『
国
語
教
育
辞
典
』

平
成
一
三
年
、
朝
倉
書
店
刊
）
な
ど
参
照
。

（
21
）　

小
田
迪
夫
「
説
明
文
と
理
科
」（
日
本
国
語
教
育
学
会

編
『
国
語
教
育
総
合
事
典
』
平
成
二
三
年
、朝
倉
書
店
刊
）、

渋
谷
孝
「
説
明
文
と
社
会
科
」（
同
）
な
ど
。

（
22
）　

類
似
し
た
傾
向
は
、
社
会
科
、
家
庭
科
な
ど
の
他
教
科

に
も
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
国
語
に
お
い
て

そ
れ
が
特
に
顕
在
化
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。

（
23
）　

た
と
え
ば
、『
中
学
校
学
習
指
導
要
領
』（
平
成
二
九
年

三
月
告
示
）
第
二
章 

各
教
科　

第
一
節 

国
語　

第
三 

指

導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い 

３
（
２
）
に
「
教
材
は
、

次
の
よ
う
な
観
点
に
配
慮
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
」
と
し

て
、「
人
生
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
、
豊
か
な
人
間
性
を

養
い
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
意
志
を
育
て
る
の
に
役
立
つ

こ
と
」「
人
間
、
社
会
、
自
然
な
ど
に
つ
い
て
の
考
え
を

深
め
る
の
に
役
立
つ
こ
と
」「
広
い
視
野
か
ら
国
際
理
解

を
深
め
、
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
国
際
協
調
の


